
 今年度、私たちY.F.A.は「武蔵工大とお客さまを意識

した学園祭を創る」という活動方針の下、1年間活動して

まいりました。MI-TECH横浜祭は今年で12回目を数え、テー

マとして「No Wall」を掲げました。「No Wall」の言葉に

は、横浜祭に訪れてくださったお客さまの世代・性別・国

籍の壁を超え、全ての方 に々楽しんでいただきたいという

願いをこめました。また、これまで先輩方が努力を重ね、作

り上げてきた過去11回の横浜祭を超えていこうという気

持ちもこめています。 

　今年は残念ながら土曜日は、雨や低温の中開催いたし

ました。しかし、日曜日はうってかわって晴天に恵まれ、青

空の下横浜祭を開催することが出来ました。1日目が雨だっ

たにも関わらず、今年も8,575人という非常に多くのお客さ

まにご来場いただくことができたのは、横浜祭が地域に

根付いてきた表れだと思います。 

　学園祭の内容と致しましては、日本の学園祭で初めて「カー

ボンオフセット」を実施いたしました。カーボンオフセットとは、

学園祭開催におけるCO2排出量を計算し、それを相殺

するだけの木を植えるというものです。NPO法人の方 や々、

大学の方々のご協力もあり、日本の学園祭という枠組み

でも新たなる1歩を踏み出すことが出来たと思います。 

　最後になりましたが、第12回横浜祭を開催するにあたり、

ご協力いただきました教職員の方々、家族、多くの関係者

の皆様に、スタッフ一同この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

日本に広がれ！ カーボンオフセット学園祭 
平成20年度MI-TECH横浜祭運営委員会 会長　石原 碧（環境情報学科３年） 

　平成20年5月31日（土）・6月1日（日）、横浜キャンパスにおいて第12回MI-TECH横浜祭が開催されました。

「No Wall」をテーマに、日本の学園祭史上初の試み「カーボンオフセット」も実施されました。 

第12回　MI-TECH横浜祭レポート 

さまざまなイベントを通して
情報ネットワーク工学科 教授 1年担任　佐和橋 
 

フレッシュマンキャンプレポート 

●開祭式  ●クイズ＋ゲーム  ●音楽LIVE  ●ビンゴ  
●研究室企画・展示  ●講演会  ●クラブ発表・展示  
●進学相談会  ●プラネタリウム  ●和太鼓  ●模擬店 
 
●演奏会(吹奏楽団)  ●クイズ＋ゲーム  ●研究室発
表・展示  ●クラブ発表・展示  ●音楽LIVE  ●お笑い
ライブ  ●ストリートパフォーマンス  ●学生プロレス  
●フリーマーケット  ●演武会  ●模擬店  ●閉祭式 

企画内容 
5/31（土） 

6/1（日） 

　知識工学部情報科学科、情報ネットワーク工

新入生は、4月8日、9日の両日に世田谷キャンパス

木更津龍宮城ホテル三日月にてフレッシュマンキ

実施しました。情報科学科、および情報ネットワーク

の新入生に加えて、2、3年生の上級生、および教

総勢228名が参加しました。 

　8日の午前は、4号館建築棟の製図室で10名

各班にわかれて自己紹介のポスター作成を行い

開始当初は、入学後初めて顔を合わせる学生同士

口数も少ない状態でしたが、昼頃には活発に意

をできるほど親密になってきました。昼食をはさんで

から教職員を含めてポスターの発表会を行い

各班、”力作“のポスターを熱心にアピールしてい

　その後、バスで宿泊地の木更津のホテルに移

した。大雨、強風の悪天候でアクアラインは使用

急遽、東京経由の陸路での移動になり、計画より

事 
　平成20年４月より2期目の学生部長を任命され、併せ

と同様によろしくお願いいたします。 

　後援会は発足以来20年余が経ち、現在、会員のご

ます。後援会活動は、発足当初から学生の正課外活

から正課外活動以外に修学等に関することにも積極

やクラブ・サークル活動への支援や優秀な正課外活動

サークル活動の活性化に寄与してきました。さらに、最

改革をするキャリア活動にも支援の輪を広げ、全ての

工業大学の名前です。学生諸君には戸惑いと不安

して、活き活きとした学生生活が送れるように支援して

　後援会会員の皆様のご支援とご協力をよろしくお願

遊んだ後はBBQ

夕食懇親会 

ポスターセッシ

マザー牧場で癒
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